
―
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と

駅
前
整
備
に
つ
い
て
―

問

大
会
開
催
が
来
年
の
秋
に

迫
る
中
、
そ
れ
に
先
駆
け
、
来

年
春
に
は
お
お
さ
か
東
線
の
新

大
阪
ま
で
の
開
通
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新

大
阪
駅
か
ら
東
花
園
駅
に
向
か

う
ル
ー
ト
と
し
て
Ｊ
Ｒ
河
内
永

和
駅
と
近
鉄
河
内
永
和
駅
の
両

駅
は
重
要
な
乗
り
換
え
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

両
駅
舎
を
結
ぶ
歩
道
整
備
な
ど
、

駅
前
整
備
は
ど
う
な
る
の
か
。

土
木
部
長

両
駅
舎
を
結
ぶ
歩

道
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
鉄
道

事
業
者
の
所
有
地
で
あ
る
高
架

下
部
分
等
の
通
路
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
市
と
し
て
通

行
環
境
の
向
上
の
申
し
入
れ
は

行
っ
て
い
き
た
い
。

―
区
分
所
有
建
物
の

空
家
対
策
に
つ
い
て
―

問

空
家
相
談
の
中
に
あ
る
二

戸
一
や
三
戸
一
な
ど
の
連
棟
の

ケ
ー
ス
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
集
合
住
宅
と
違
い
区
分
建

物
の
法
制
度
が
ほ
と
ん
ど
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
近
隣
の
一
戸

建
て
が
空
き
家
に
な
っ
た
場
合

は
行
政
が
関
与
し
て
く
れ
る
が
、

区
分
建
物
の
場
合
は
空
家
に
よ

る
崩
壊
等
の
防
止
は
共
有
者
に

責
任
が
あ
る
と
知
ら
さ
れ
て
愕

然
と
し
、
な
す
す
べ
も
な
い
高

齢
者
の
実
例
が
多
く
出
て
き
て

い
る
。
連
棟
の
内
の
一
戸
の
所

有
者
が
相
続
人
が
い
な
い
ま
ま

死
亡
し
た
り
、
施
設
入
所
で
連

絡
が
取
れ
な
く
な
る
な
ど
、
高

齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
問
題
は

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
建
設
局

で
は
成
果
の
あ
っ
た
空
家
対
策

か
ら
も
う
一
歩
進
ん
で
、
連
棟

な
ど
の
小
規
模
区
分
建
物
に
つ

い
て
の
啓
発
や
相
談
等
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

際
に
は
当
該
高
齢
者
の
実
態
を

把
握
し
て
い
る
福
祉
部
も
連
携

し
、
行
政
の
総
合
力
で
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

建
設
局
長

長
屋
所
有
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
に
一
番

接
す
る
機
会
の
あ
る
福
祉
部
と

連
携
し
、
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を
作
成

し
、
市
の
広
報
誌
や
自
治
会
な

ど
を
通
じ
て
啓
発
に
努
め
る
。

ま
た
、
区
分
建
物
に
関
す
る
相

談
窓
口
は
空
家
対
策
課
に
な
っ

て
お
り
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
説
明
に
努
め
、
所
有
者
と
共

に
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

―
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
東
側
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
事
業
に
つ
い
て
―

問

Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
の
東
側
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
の
地
元
か
ら
の
切
実
な
要

望
を
受
け
、
平
成
二
十
九
年
度

の
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
公
約
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た
。そ
し
て
こ
の
度
、

設
置
委
託
料
が
計
上
さ
れ
た
が
、

設
置
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
設
置

ま
で
の
工
程
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長

現
在
の
認
定
道
路

幅
員
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
及
び
利
用
通
路
の
確
保
が

困
難
で
あ
り
、
用
地
買
収
、
工

事
期
間
中
の
施
工
ヤ
ー
ド
の
確

保
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
既
存
連
絡
通
路
の
老
朽

化
か
ら
、
架
け
替
え
の
実
施
を

考
え
て
い
る
。工
程
に
つ
い
て
、

平
成
三
十
年
度
は
基
本
設
計
を

行
い
、
関
係
権
利
者
を
含
む
地

元
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
調

整
が
整
い
次
第
、
用
地
買
収
、

詳
細
設
計
、
工
事
委
託
を
考
え

て
い
る
。

―
未
利
用
の
市
有
地
の

公
開
に
つ
い
て
―

問

未
利
用
の
市
有
地
に
つ
い

て
、
売
却
や
定
期
借
地
権
の
つ

い
た
貸
付
を
す
る
場
合
、
市
政

だ
よ
り
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に

よ
っ
て
広
報
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
情
報
を
知
っ
た
と
き

に
は
締
め
切
り
時
期
が
迫
っ
て

い
た
り
、
資
金
繰
り
を
す
る
時

間
が
な
か
っ
た
り
と
の
声
を
多

く
聞
く
。
市
政
だ
よ
り
で
あ
れ

ば
早
く
配
ら
れ
た
方
と
遅
く
配

ら
れ
た
方
で
は
不
公
平
感
が
あ

る
。
ま
た
、
資
金
繰
り
の
面
で

は
締
め
切
り
期
間
が
短
け
れ
ば

大
企
業
に
と
っ
て
有
利
に
働
く

と
考
え
ら
れ
、
公
平
性
が
保
た

れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
政
だ
よ
り
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
事
前
に
予
告
、
公

表
し
、
入
札
ま
で
の
期
間
に
余

裕
を
持
た
せ
る
こ
と
で
公
平
性
、

競
争
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

財
務
部
長

入
札
予
定
物
件
の

事
前
公
表
に
つ
い
て
は
議
員
の

指
摘
も
踏
ま
え
、
諸
課
題
の
解

決
が
整
っ
た
物
件
か
ら
、
随
時

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
広
告
媒
体

を
活
用
し
て
事
前
公
表
し
、
周

知
期
間
を
確
保
し
て
い
く
。

―
大
阪
瓢
箪
山
線
に
つ
い
て
―

問

三
月
二
十
七
日
に
八
尾
枚

方
線
、
若
江
岩
田
駅
か
ら
花
園

駅
前
線
、
河
内
花
園
駅
ま
で
供

用
が
開
始
さ
れ
る
。
渋
滞
緩
和

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
後

の
河
内
花
園
駅
か
ら
東
花
園
駅

付
近
の
区
間
と
東
花
園
駅
付
近

か
ら
大
阪
外
環
状
線
ま
で
の
区

間
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
大

阪
瓢
箪
山
線
と
大
阪
中
央
環
状

線
の
交
差
部
分
は
、
平
成
二
十

七
年
度
に
交
通
量
調
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
結
果
を
ど
の
よ

う
に
反
映
し
、
改
良
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

土
木
部
長

交
通
量
調
査
を
も

と
に
新
設
す
る
交
差
点
の
形
状

を
決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
阪
瓢
箪
山
線
東
西
方
向
に
つ

い
て
は
、
府
が
平
成
三
十
年
度

に
工
事
着
手
し
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
開
催
ま
で
に
供
用
を
目
指
す

と
表
明
し
て
い
る
。
早
期
完
成

を
目
指
し
、
関
係
部
局
と
連
携

を
密
に
し
て
事
業
に
取
り
組
む
。

―
東
大
阪
版
地
域
分
権
制
度
推

進
事
業
に
つ
い
て
―

問

地
域
課
題
を
地
域
が
自
ら

考
え
て
解
決
に
向
け
取
り
組
み

を
実
行
す
る
仕
組
み
、
地
域
の

声
を
よ
り
的
確
に
反
映
す
る
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
は
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
今
回
、
三
地
域
に

先
行
的
に
東
大
阪
版
地
域
分
権

制
度
を
導
入
し
、
運
用
す
る
予

算
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
、
地

域
協
働
サ
ミ
ッ
ト
、
自
治
会
等

に
説
明
し
、
理
解
を
得
た
上
で

進
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
が
当
局
の
考
え
は
ど
う
か
。

ま
た
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
上
位
課
題

に
つ
い
て
の
み
議
論
し
、
地
域

提
案
と
し
て
予
算
措
置
を
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
や
、

も
と
も
と
地
域
が
持
つ
課
題
は

議
論
で
き
な
い
の
か
等
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

当
局
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
部
長

こ

の
間
の
地
域
の
方
々
へ
の
説
明

に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た

と
の
声
も
聞
く
。
今
後
は
更
に

丁
寧
に
進
め
て
行
き
た
い
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
庁
内

関
係
部
局
に
よ
る
検
討
を
進
め

て
お
り
、
示
す
時
期
に
つ
い
て

は
平
成
三
十
年
度
の
早
い
段
階

を
目
途
と
考
え
て
い
る
。

新

社

会

党

個
人
質
問

松
平

要

蓮

の

会

個
人
質
問

右
近

徳
博

東
大
阪
明
政
の
会

個
人
質
問

西
村

潤
也

Ｊ
Ｒ
と
近
鉄
河
内
永
和
駅
間
の
歩
道
整
備
を
�

区
分
建
物
の
空
家
対
策
に
行
政
の
総
合
力
を
�

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅
へ
向
け

駅
東
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
を
�

市
民
の
利
便
性
向
上
へ
向
け
た

大
阪
瓢
箪
山
線
の
早
期
整
備
を
�
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